
も

´

7
目

■

第22回
国民体育大会

秋季大会

バドミントン
1967110123→26
会場/越谷市立体育館
主催 /日 本体 育 協 会・文 部 省・埼 玉 県

遭
瀑

―

　
　
　

ヽ

ヽ
、
ン
　
　
　
　
ヽ

僕

＼

′´
~

」

」
L

舞壕ゴL

「

｀
4ロ

１
ヨ

「
「

日

「

メ
′ ,「

」

ア
「

目
　
　
　
“

¶葬ミ
C｀ξゴ

` L

“

¨

「

1

「

¬

¬

「
‘

′

′

ノ

′

７
ノ
′′

ｓＥ
ｌ
ヽ

遍
冒
―

‐

い
ヽ
、
―

人

ヽ
ヽ

く0

⌒  ヽ

くン



V

V

(宮 内庁 埼 玉猟 場 )

文

部

省

推

薦

日
本
体
育
協
会
選
定

ス
ポ
ー
ツ
の
歌

若

　

い
　

力

０
　
若
い
力
と
感
激
に

燃
え
よ
若
人
　
胸
を
張
れ

歓
喜
あ
ふ
れ
る
　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

肩
に
一
ひ
ら
　
花
が
散
る

花
も
輝
け
　
希
望
に
な
ち
て

競
え
青
春
　
強
き
者

０
　
薫
る
英
気
と
純
情
に

瞳
あ
か
る
い
　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

ぼ
く
の
よ
る
こ
び
　
君
の
も
の

挙
る
凱
歌
に
　
虹
が
立
つ

友
情
身
に
し
む
　
熱
こ
そ
い
の
ち

競
え
青
春
　
強
き
者

新

風

社

作

品

高 佐

田 伯

信 孝

一 夫

作 作

曲 詞

この「若い力」は、昭和22年に作詞・作山され、第2回国民体育大会か

ら大会歌として制定され用いられています。
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第 22回国民体育大会
会 長  石 井 光 次 郎

天皇陛下・皇后陛下のご台臨を仰ぎ本日から 6日 間埼

玉県下 50余会場において、第 22回国民体育大会秋季
大会 を開催いたしますことは誠に慶びにたえません。

今夏、 1967年 ュニパーシアー ド東京大会が多大の

成果を収めて終幕 し、国民全般のスポーツに対する関心 を強め、 とりわけ若い世

代の人々のスポーツに対する意慾が一入昂注りつつあるとき、清新、健康、協力

を旗 じるしに本大会が開催されます ことは誠に意義深 く存 じます。

郷土を代表 して本大会に参加された選手諸君、 日頃鍛えた力量を存分に発揮 し

所期の目的を遺憾 な〈達成するとともに来るべ きメキンコ
‐オ リンピツクを目指

して協励御磋の実を挙げられるよう切望いた します。

本大会の開催に多大のご尽力とご協力をいたださました地元埼玉県はじめ関係

各位に心か ら感謝の意を表 してあいさつとぃた します。

あ  い

あ  い さ  つ

文部大臣 釧 木 芋 弘

V

天皇・ 皇后両陛下の御臨場 をいただき、全国各地か ら

参加された 1万 6千余名の若人の盛 り上がる意気 と力を

結集 して、 ここに第 22回 国民体育大会秋季大会を盛大
に開催いた しますことは、わたくしの深 くよろこびとす

るところであ ります。

国民体育大会は、関係者の尽力により、 ますます充実発展 し、
いまや、わが国

における最高のスポーツ祭典 としてふさわ しい盛況を見るとともに、健全明朗
な

国家社会の建設に多大の貢献をいたしてお りますことは、真に力強
い限 りであり

ます。

た くましい体力と活動力を身につけた青年選手諸君こそ、■さに国家社会
の輝

か しい発展の推進力であると確信いた します。

郷土の名誉 と期待をになつて、全国から参加された選手諸君には、どう
か、ス

ボー ツマン精神にのつとり、正 々堂々たる態度を堅持 し、スポー
ツの栄光と本大

会の成功のために、力いつばい健闘されんことを希望いた します。

終 りに臨み、本大会の開催にあたつて地元埼玉県は じめ関係各位から
いたださ

ました多大の御支援御協力に対 し深 く感謝の意を表 してごぁ
ぃさつといたします。
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第22回国民体育大会埼玉県実行委員会会長

埼玉県知事   栗   原 浩

天皇・皇后両陛下のご臨場を仰 ぎ、全国各地 から選ば :

れたスポーツの精鋭 15000有余の選手諸君をお迎え し
ここに第 22回国民体育大会秋季大会を開催いた します ご
ことは、限 りない光栄であり、 また、深 く喜びとすると

ころであり■す。
ご承知のとお り、国民体育大会は全国各地 を巡回 して開催されてお りますが、

関東地方における開催は、東京にかける開催を除いて実に十数年米のことであ り

さらにメキンコオ リンピツク大会を明年にひかえているお りから、全国の方 々の

本大会に寄せる期待と関心は、極めて高いものがあると思い■す。

本県では、 この意義深い第 22回国民体育大会を迎えるに当つて清新・健康・
協力をモツトーとし、挙県一致の体制で準備の万全を期 して参 りました。特に施

設の充実をはか り大会運営については清新な協力体制の確立に努めて大会に参加

された選手諸君に十分その力を発揮 していただ くよう配慮ぃたしてお り■す c

どうか選手諸君には、スポーツマンシツプに徹 し、平素鍛えた力と技を遺憾な

く発揮され■して、優秀な成果を収められます よう心か ら念願するものでありま

す。
わたくしどもは、この大会への参加が選手諸君にとつて生涯を通 して一 しか印

象深さかもいてとな りますことを願 うものであります。
おわ りに本大会の開催にあたりご支援とご協力を賜わ りました役員は じめ関係

者の方々並びにご声援下さいました全国の皆様に深 く感謝の意を表 しましてあい

さつといたします。

あ い さ つ

あ い  さ つ

ヽ、プ

卜・ミントン協会

長  本  田  弘  敏

第 22回 国民体育大会パ ドミントン競技大会をここ越
谷市にかいて開催するにあた り、全国より参加されまし

た役員選手並びに地元関係者各位にごあいさつ申し上げ
られますことは、私のこの上ない喜びとする処であります。
ご存知のように女子世界選手確の度得、男子世界選手

権 の央勝進出をは じめ、数多くの国際大会において多年
の努力が報いられ我国のパ ドミントン競技力 もようや く世界の一流国 として認め

.

られるようにな りましたことは誠にご同慶の至 りであります。 しか し残念なが ら

念頑である男子の世界制覇は未だ達成されてお りません。 このスポーツ界最高の

栄誉を獲得するためには全国没員選手諸君の今一歩の構進努力が必要であること

を痛感致 します。
このように日本パ ドミントン界の薩 々たる前途を望みつつ全国民こぞつてのス

ポーツ祭典でありtす 本大会が当市において開 4崖 されることは、誠に意義な ま
た力強さを感ぜずにはい.ら れません。
参加選手諸君、 この晴せしの舞台において正々堂 々とアマチユアスポーツマンシツプを

発揮 してご奮斗 されることを心 より希望 します。
かわ りに臨み本大会準備のため何かとお世話頂きました地元関係者各位に対 し

感謝申 し上げごあいさつと致 します。

日本 ′

会
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欽 迎 の こ と ば

越谷市長  大  塚  伴  鹿

天皇・皇后両陛下のご台臨 を仰 ぎ第 22回国民体育大
会秋季大会が埼玉県で開催され、わが越谷市においては
パ ドミントン競技大会が開催 されますことは、まことに

光栄であり感激に堪えないところであ ります。

北は北海道、南は沖縄 と全国各地か らご参加の選手役

員の皆さん、 ようこそお出下さいました。私ども越谷市民は心から歓迎申上げる

次第であります。
当市は近年著るしい人 口増により現在人口約 9万 8千余人を教え、又最近は首
都圏整備地帯に指定され、益 々増加の傾向にあります。

このような状況の中で益 々都市化 していく現状を考えますに越谷市の将来はま

ことに前途多難なものがありますが、 しか しこれ等に対処 して百年の計を樹てると
と共に着 々と都市計画を進めてお ります。

今回の埼玉国体はこのような意味から都市づ くりの原動力となる人間開発の一

助になる、のと期待いた しておる次第です。

郷土の栄誉と期待を担つて出場 されま した選手の皆さんには、 日頃鍛えられた

技備を十分に発揮 されまして、栄光をめざしてご奮闘 あらんことを切望いたします。
‐
終 りに本大会に出場の選手役員の皆さん方のご健康 とご多幸を祈念いたし歓迎の

のことばといた します。

▼

_ヽ′

埼玉県パ ドミントン協会

会 長  市  り|| 十  郎

第 22回国民体育大会のパ ドミントン競技が当越谷市
において開催されますことは、 まことに感激深 く喜びに

たえないとともにその責任の重大さを痛感させ られてお

ります。

や日本のパ ドミントン競技は、世界の舞台においてめざましい活躍を続けて

ますが、本大会においても花々しい最高度のグームが展開されるものと存じ

上の栄誉と期待を担つて出場 されました選手各位には、日頃練磨された技術

を充分に発揮され、栄光をめざしてご奮闘あらんことを切望する次第であります。

向、 この大会を開催するに当 りまして、 日本パ ドミントン協会並びに大会関係

者の方々より絶大なるこ配慮 とご協力を賜わ りましたことを、本大会の主管協会

として深 く感謝の意を表 しましてご挨拶 といた します。
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天  皇  杯 皇  后  杯

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条

第 2条

第 5条

第 4条

第 5条

第 6条

天皇杯は、都道府県対抗男女総合順位 1位の都道晴県、皇后杯は女子総合順位 1位の都道

府県に授与する。

都道府県総合順位の決定は、冬・夏・秋季の三大会を通じ都道府県対抗競技種目に下記得

点を与え、その合計点の多さものより順次とる。

1位 10点、 2位 7点、 3位 6点、 4位 5点、 5位 4点、 6位 5点、ア位 2点、 8位 1点

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位は欠位とする。なか、 1位が共有の場合
は天皇杯、皇后杯は授与しない。

各競技種目の順位決定は種別のあるものについては、各種別ごとに下記得点を与え、その

合計点の多きものより順次とる。

1位 10点 2位 7点、 3位
`点
、 4位 5点、 5位 4点、 6位 3点、 ア位 2点、 8位 1点

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位は欠位とする。

天候その他によリー部競技が中止になつた競技種目の成績決定は、その競技団体と国民体

育大会表彰委員会で決める。

天皇杯、皇后杯は冬季大会の開会式に返還 し、秋季大会の閉会式に授与する。

天皇杯、皇后杯を授与された都道府県は下の各項により保管ならびにその義務を有する。

1、 天皇杯、皇后杯は信託会社または確実な金庫に保管される。

2、 破損、紛失に対してはその都道府県の責任とする。

3、 日本体育協会が優勝都道府県名を記入したり、またはその後の必要によリー時返還を

求めた場合は これに応しなければならない。

貝リ

本規程は、昭和 41年 4月 1日 よ夕施行する。
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国民体育大会 会長 トロフイー授与 規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフイー 〈以下「大会

会長 トロフイー」という。)は各競技種目ごと

に都道府県対抗男女総合順位 1位の都道府県に

授与する。

第 2条 順位の決定方法は、天皇杯、皇后杯の授与

規定で定める各競技種目総合順位決定方法に基

づく。

2、 1位が 2都道府県以上にまたがる場合はその

都道府県で共有する。

第 3条 大会会長 トロフイーは各競技会の競技開始

式に返還し終了式で授与する。

第 4条 大会会長 トロフイーを授与された都道府県

は下の各項により保管ならびにその義務を有す

る。

(1)責任をもつて保管する。

(2)破損、紛失に対しては責任を負うものとする。

(3)優勝の刻名を次回大会までに行うものとする。

ただし第 2条第 2項にかかる場創ま当該都道府県で協議して決めるものとする。

(4)財団法人日本体育協会が必要によター時返還を求めた場合はこれに応しなければならない。

付 則

本規定は、昭和 41年 4月 1日 から施行する。
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ツ マ ン 綱 領

感情にとらわれた応援をせず、美し
い精神とすぐれた技

をたたえ、スポーツのよりよい発展を希 うこと。

ス  ポ

(昭和 28年 10月 スポーツ振興会議割1睫)

スポー ツは人間だけが もつ文化 の一つである。

これをより高く、より美 しいものにするには、
スポーンを行なうものの精神と

それをとりまく環境の清らかなことが必要である。美 し
いスポーツマンシツプは

このような世界のなかで生れ、やがて生活を導 く基として社会
のために貢献する

であろう。故にスポーツマンは、競技場にあると同じ精神
と態度で生活し、立派 、`ノ

な社会人でなければならない。

ここに真のスポーツがあまねくゆきわたり、す
べての人のものとして発展する

ことを希い、スポーツマン綱領を定める。

◎ 競技するものは、スボーンを愛好 し、ひいてはそれを心と身体の糧とし、
明

るい光とすがすがしい空気のなかで、純粋に
スボーツを行うこと。

◎ 競技するものは、スポーンを行なぅことによつて、社会的名声
や物質的な利

益を得ょぅという考えをもたないこと。

◎ 競技するものは、審判の判定を重んじ、その決定に満足tな い場合
でも感情

に支配されぬ行動をとること。                       ~

◎ 競技するものは、つねに明朗で、相手を尊重しつつ自分の最善を
つくし、そ ~

W
の成果に満足すること。

◎ 競技を判定するものは、規則に従つて公正に判断し、競技を明るく滑らか
に

進めること。

◎ 競技を見るものは、
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競 技 会 役 員 |         、 ・ j.

伴  鹿塚

田
　
　
中

大

本

叡

田

長

長

長

会

　

会

誉名

会

副 彦

治

義

国

本

沼

栗

柿

敏

郎

兼

十

IH

川

石 渡 俊

広

市

郎

寿

四

正

岡

下

村

松

，
ｐ
　

”ス

塾

嘗

源

堅

山

井

白

浅

雄

二

文

寛

田

崎

山

山

森
一
田

郎

吉

三荘

藤

中

橋

田

松

二

郎太

賢

化

田

郷

角

須

和

金

夫

衛

正

篤

間

村

久佐

中

貢

三良

紫

倉

小

朝

市

藤

市

子庄

立

交

原

入

雄

薫

辰野

俊

天

成

鶴

有

浅

光

雄

重

義

俊

義

田

木

本

藤

古

織

二

市
　
一

卓

彦

進

中

野

井

山

荻

浅

会

植

稔

助理

田

上

会

井

哉
　
一

真

順

見

橋

浅

井

黒

豹

中

郎

郎
　
一

一　
太

柳

孝

孝

子

村

田＋十

金

島

戸

利

雄

千み

武

秀

さ

Ｆ
　ヽ
キ
ｒ　
ｔ
，

，■
　^
‘″
　
＋Ｔ

大

小

田

立
‐
　
一
ロ

次

次

正

浩

口

崎

野

山

美

之

勝

蔵

野永

森

山

阿

子

作

節

長

井

山

石

秋

平

成

俊

英

木

見

桃

浅

押

小

藤

幹

誠

八

正
　
　
大

島

島

村

飯

小

津

一　
子

平

．つ

喜

志

銀

上

泉

水

畔

小

清

小

高

雄

榔

正

平

崎

村

山

島

ユ僣　
　
一

機

利

井

村

柳

島

名 倉 六 七  山 崎  清  矢

川 尻 春四郎

弘 敏
勉

喜一郎

頼

　

　

　

参
郵

儘

大

泰

閥

孝

節

一

海

雄

獄

襲

一

一

邸

清

蔵

姫

成

夫

正

夫

治

保

鄭

治

蔵

劫

一

男

宇

喜

貞

篤

治

義

与

喬

道

俊

信

増

進

光

善

　

一二

喜

仁

信

　

史

勝

　

茂

良

亥

仁

朱

吉

崎

野

野

田

村

藤

畑

尾

田

　

井

岡

子

丼

藤

粉

中

村

井

　

地

木

子

中

口

野

貫

僑

村

塚

地

浅

日

福

中

加

川

中

鎌

森

熊

大

浅

荒

速

小

田

中

深

平

菊

青

金

田

野

牧

大

高

中

石

雄

政

修

備

平

二

一
健

五

男

長

昭

登

郎

勇

晴

吉

司

一
光

　

吉

藤

衛

英

　

八

二

広

興

　

四

　

重

定

隆

本

村

賀

田

森

藤

末

村

川

井

丸

銘

古

円

竹

田

賀

川

助

夫

文

郎

信

一

介

郎

朗

■

作

重

之

　

　

　

　

　

　

一

惣

康

芳

説

忠

信

高

清

六

信

孝

茂

野

岡

口

部

田

林

間

田

川

志

村

島

与

額エたこ
忠島三閃′

‐

．

場 原 新十郎  矢 部 喜 一  後

九 鬼 紋 七  岡 崎  忠  水

岡本 善右工門  茂 木 一 二  中

長谷川 春 次  塙   末 雄  降

外 山 好太郎  甲 島 与兵衛  中

シ

_ヽ′
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．〕）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．）
）ヽ

一
郎

志

相

雄

寿

明

彦

司

雄

光

郎

満

雄

勝

市

淳

孟

千

勝

栄

子

男

信

司

一
男

・　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

，

■

信

三

清

英

成

　

利

邦

清

忠

義

小

　

幸

　

寛

　

文

　

政

正

正

啓

　

俊

元

沢

利

岡

辺

田

地

本

辺

木

沢

田

合

原

田

村

城

保

藤

元

子

木

島

木

藤

村

橋

力
´

秋

伊

毛

大

渡

和

菊

山

渡

鈴

関

内

河

石

稲

仲

茨

大

加

秋

金

鈴

原

鈴

斉

中

高

利

宏

先

記

一
厳

雄

次

夫

登

雄

房

飼

二

雄

志

久

男

栄

次

司

子

昭

二

一
蔵

大

蔵

嘉

淳

　

基

栄

　

正

彦

保

　

幸

隆

光

軍

忠

泰

嘉

佳

　

武

武

照

康

昇

信

健

利

平

田

宮

井

藤

飼

　

山

本

田

村

山

垣

沢

田

光

見

山

暮

須

崎

山

島

木

村

田

賀

林

田

黒

小

今

伊

小

関

穐

榎

増

木

村

板

藤

千

倉

新

丸

小

黒

篠

富

飯

鈴

中

吉

須

若

会

作

市

信

郎

郎

二

市

博

二

男

敦

正

庸

司

熊

章

正

秋

年

一
雄

宏

次

美

文

男

郎

夫

良

昇

正

笙

晟

益

角

正

修

英

　

　

　

健

　

則

芳

光

泰

雄

敏

清

重

　

寿

和

一
和

知

端

誡

嶋

木

井

本

田

引

村

林

坂

手

竹

崎

岡

田

地

上

田

辺

原

木

野

若

像

川

賀

大

川

五

市

並

増

橋

内

布

岡

小

早

玉

大

富

村

福

五

井

松

川

石

鈴

中

森

宗

田

須

衛

治

一
雄

一
士

夫

治

充

甫

三

夫

夫

一
蔵

二

宣

新

司

彦

一
清

門

謙

夫

男

司

巌

教

郎

徳

正

修

安

清

正

重

由

弘

　

一
三

隆

昭

寿

昭

博

　

喜

素

清

　

右

　

茂

彦

岳

　

　

悦

一ｔ

友

倉

田

藤

場

原

橋

井

本

川

谷

藤

木

村

島

木

出

田

橋

成

沢

沼

　

崎

中

野

山

鳥

木

野

キ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

＋
ヤ

森

高

吹

内

相

上

高

岩

松

塩

神

加

佐′
中

中

青

植

富

高

吉

唐

柿

響

駒

田

星

飯

自

高

永

長

長

員

員

員

委

委

副

委
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競 技 役 員 (順序不同、敬称略)

一　
作

信

良

秋 元
大須田

競 技 委 員 長

競技 副委 員 長

総 務 委 員 長

総務 副委 員 長

総 務 委 貞

総合成績計算委員長

総合成績計算委員

審  判  長
副 審 判 長

審  判  員

線  審  員

島 村 平市郎
中 島 与兵衛
山 崎   清

¨
　

″０

　

´
´

一
　

白
＾
　

■
，

太

利

好

六

村

山

倉

島

外

名

彰

　

司

蔵

助

一

‥
　
　
次
　
　
之

‥

重

　

喜

亥

仁

栄

沢

　

橋

貫

橋

村

藤
　
　
高

大

高

中

子

子

子

子

進

好

明

子

子

江

子

層

　

　

　

　

　

　

し

　

美

美

和

裕

文

　

民

正

よ

茂

貴

恵

宏

利

郎

‘
・
作

重

衛

仁
Ｊ

市

郎

雄

威

坦

久

夫

年

勇

功

束

也

夫

子

子

子

子

男

雄

夫

子

子

子

満

清

次

江

男

―

太

―

　

　

―

兵

．
．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ッ
　

　

　

　

　

　

美

　

　

　

　

　

津

淳

嘉

六

信

孝

茂

徳

■

安

昇

三

幸

　

伸

忠

丈

泰

　

　

八

真

雅

ミ

節

桂

啓

忠

英

繁

由

洋

悦

　

　

武

美

佳

宮

田

川

志

村

島

友

Ｌ

藤
一端

沢

山

井

泉

上

沼

上

藤

田

田

中

崎

熊

辺

　

橋

本

崎

根

山

山

岩

野

沼

崎

野

暮

百
【

　̈

　

一

小

黒

小

高

中

矢

森

彩
一納
一
川

伊

村

新

小

井

上

井

斉

角

小

野

島

尾

渡

森

板

野

尾

坂

小

遠

赤

島

柿

篠

館

小

古 り|1   弘

須 永 ゆさ子

佐々木 君 子

シ

一

夫

徳

男

作

昭

明

夫

夫

澄

雄

二

敏

子

ゑ

子

義

信

明

子

子

徳

子

‐
　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

し

ょ

　

　

　

理

　

　

恵

修

保

光

幸

金

　

広

一
忠

　

正

神

一
恭

よ

と

道

吉

政

由

幸

康

千

田

田

見

子

下

藤

山

　

藤

山

田

内

山

森

妻

本

村

川

原

村

井

野

岡

吹

増

里

金

山

内

中

林

佐

高

富

竹

舟

金

我

宮

中

市

荻

木

永

星

吉

彦

郎

一

一

満

利

夫

孟

昇

兼

隆

雄

子

穂

子

美

子

生

幸

典

子

子

隆

子

素

万

誠

正

　

重

浅

　

　

清

重

定

保

玲

妙

割

い

雅

芳

裕

礼

幸

　

割

成

木

田

田

辺

村

川

保

本

井

…沢

山

子

野

部

山

間

木

賀

口

田

藤

鬼

藤

久

　

　

味

吉

並

保

権

河

稲

小

大

榎

今

五

若

金

小

渡

遠

本

鈴

須

野

坂

加

三

斉

充

先

一
暁

事

夫

郎

司

雄

勉

治

稔

宏

弘
　
　
俊

　
　
　
治

二
　
　
喜

本

井

坂

沢

辺

橋

川

田

口

松

今

保

神

河

高

石

吉

山

瀬

井

林

橋

川

葉

熊

原

智

後

野

原

井

藤

永

細

小

高

森

千

尾

平

愛

向

飯

栗

藤

佐

餘野木

進 行 主 任

進  行  係
文

彦

弘

勝

田

藤

森

佐

兵

子

甲

豊

本

木

山

鈴
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ル

」

水 俊 幸

岡 安
上 原
長谷川

美津子

美津子

幸 子

徳 元
喜代平

武

ti
田子

美

男

洋

清

英

下

村

本

山

島

岩

清

互

清

男

子

子

一
武

一

夫

雄

栄

万

夫

郎

勝

夫

紀

男

男

重

子

俊

貞

憲

賢

　

雄

英

安

　

裕

和

史

　

和

正

正

正

茂

紀

越

藤

佐

山

沢

田

井

竹

須

木

賀

友

元

像

滝

田

木

島

中

堀

加

向

朝

松

松

新

植

黒

鈴

須

三

秋

宗

小

岡

鈴

矢

山

記  録  係

補  助  員

宏

晃

清原

井

石

深

越 谷 高 校 生

川口女子高校生

浦和 西 高校 生

りヽ松原女子高校生

小松原 高校 生

りII越女子高校生

加 藤   勝

丸 山 弘 美

小野寺 貞 子

50名
2,名

6名

4名

3名

3名

任

係

任

係

係

任

係

任

係

任

係

係

ず

主

　

主

主

主

場

´

卜

　

示

示

　

信

　

道

‐
場

会

ヤ

ト

示

　

信

道

場

習

ヤ

　

．

シ

ン

掲

掲

点

送

送

報

報

会

会

練

ヽ
ヤ

吉

豊

夫

日日　　　　　一翻い

本

田

上

鈴

黒

井

司

美
　
一　
大

岳

和

順

武

山

馬

田

掘

飯

遊

吉

深

渡 辺

千代田

薩 摩

放 送 主 任

放  送  係

_ヽ′

V
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第次式

ψ

開 始 式 (10月 2錮 )

通 告

入 場

宣 言……大会委員長 森棘 兵衛

ィt」 斉唱

力」斉唱

6.会長 トロフィー退還

λ 会 長 挨 拶…… 日本パ ドミン トン協会長
本田弘敏

8.歓迎 の こ とば……越谷市長 大塚伴鹿

終 了 式 (10月 26日 )

」ヒ

表

彰

拶……日本パドミン トン協会長

本田弘散

通

発
　
　
挨

式

績
　
　
長

開

成

表

会

■

２

ζ

４

式
手
会
部
料

開

選

開

ｒ

ｒ

ｌ
．
２

ζ

４

５

言

場

告

宣

退

通

会

手

式

ユ 歓送 の こ とば……越谷市長 大豪伴鹿

`閉
ス 選

8.閉

……大会委員長 森友徳兵衛

9.

10.

11.

彰

場

告

退

通

手

式

表

選

閉

会  議  名

監 督 会 議

臨 時 精 公

バ ドミン トン競技諸会議会場 日程表

会  議  名 月  日 期 間 場   所

″ 1 4^´ ″ 用 具 委 員 会 0.25 
‐ 18～1 教 養

所期 間|

|

月  日

14～ 18 福 社 会 館
第 1会議室

全 国理 事長
会    議理  事  会 lo.20 10. 21 18～

1 ア～10.22″ 8- 教 養 室

19～10.21 10～ 第 1会議室 審判 委 員会

競  技   日  程

第一 日日 (10,325日 )

第二日日 (10月 24日 )  ,00～ 1800

第二:日 日 (10月 25日 )    ,00～ ,00

開 始 式
一般男子  1～ 2回戦

一般女子.高校男女、教員男子
一般男子  2～ 3回戦

一般女子、高校男女,教員男子
一般男子 準々決勝
全種 目 準々決勝
全柱 目 6位決定戦及決勝戦
終 了 式

8.50

,00^・ 1730

,00～ 13.00

15.50

1回戦

準々決勝

第四日日 (10月 26日 )
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ド′ ン トン の 手 引

其の音、イン ド・ ボンベイ州の プーナに発生し

た此のグームは、其の発生地の名を取 り「 ブーナ」

と称された。 1~プーナ」は今を去る百余年前の

1844年に英国に紹介され、漸次英国内に拡がり、

1876年、最初のプーナ・ クラブが創立されて間も

な く, ビェフオー ド領主下、グロセスターシャイ

ァー県のパ ドミン トン村で村人達が盛んに、この

グームを行 う様になって以来、「
パ ドミン トン」

と呼ぶ様になった。

当時の規則は幼稚なものであったが、以後度々

改 正が加えられ、今日では国際パ ドミン トン連盟

の規則に従 って世界各国のパ ドミン トン・ プレー

ヤ~が ゲ~ム をしている。現在英本国は勿論、北

欧諸国、カナダ、北米、南米、マライ、タイ、及

南洋諸国に於て行われている。

我国に於ては、大正 13・ 4年頃、YMCAに 紹
介されていたが余 り関心はなく、横浜 YMC」物:昭

和 10年 正式にこの競技を取 り入れて以来、研究

普及が行なわれて来た。然 し戦後其の発達普及の

度は急速を極み、昭和 21`篤 日本パ ドミン トン協

会が結成され、23年に日本体育協会に加盟27年 |′こ

IBF(国際パ ドミン トン連盟)の 一員となり、今

日に至夕、その支部が出来る迄に発展 したのであ

る。また、一昨 39年 5月東京にて第 6回世界男子

選手権 (ト マス杯)大会が開催され、イン′―プ
ーン戦では、日本 (ア メリカ・ /―ン勝者)タ イ

(ァ ジヤ・ ゾーン勝者)デンマーク (ヨ ~ロ ツパ

・ ゾーン勝者)マ ラヤ (濠亜ノーン勝者)の 4ヶ

国中、デンマ~クがインタープーン勝者となり、

選手権国イン ドネシヤとチャレンジ・ ラウン ドの

結果、 3度イン ド不シヤは選手国となった。

西みに現在のパ ドミン トン人口は推定 100万、

その内日本パ ドミン トン協会に選手登録が してあ

る者は約 1万名である。

競技の見方 我が国に於て江戸時代の昔から行

なわれている古い民族遊技 として追羽根つきの様

に一見やさしい競技の様に思われるパ ドミン トン

は、テニスの変化に富んで夕
‐
イナミ,ク な立体戦

の特色と卓球のス ピーディをグームはこびを兼ね

そ なえれ近代的なスポーツである。そ して叉細か

い技術を基礎にしたスマー トなプレーと同時に強

力な体力を要求するグームである。

織細な技術と果敢な決断力を以 って、あの早い

シヤ トル・ コックの打合の うちに、如何に して相

手の急所を攻めるか、更に如何にして相手の体力

を消耗させるかが図られている。

中央において 1.524mに 張られた不ツトを境と

して上から叩ぐ攻撃手段としてのスマツシュ、高

く送り返す´ヽイ・ クリヤ、 卜・リブンク リヤー特有
のネット・ プレー、急に落下する ドロップ、ンロ

ッ ト、ス ピーディに烈 しく打合うドライブ、又は

相手に 自分のモーンロンを穏す フエイン トモーシ

ョン等独特の面白さがある。

パ ドヾン トンは繊細 な技術を必要とするこの競

技の性質上,選手はコー トの コンディションにつ

いても、とても細かい心づかいをする。 コー ト内

の風や周囲の動きや、雑音など極度にいやがるの

で観客は、例ぇば試合中の競技場への出入りやコ

ー トの周囲を動 き廻 ったり、たとえ短かい言葉で

も声援しない様出来るだけ静かに観戦 してもらい

たい。そのかわり見事なファイン・ プレーに対 し

ては、相手味方を問わず万雷の拍手を以って応え

る様にしたい。

競技規則 (抜率 )ゲ ームは′
‐
ブルスとシング

ルスの二種類があり、男、女、によって種別が異

るが、共に 1試合 3ゲ ーム、 1ゲ ームは 15点 (

女子 ンングルスのみ 11点)で あり、 15点先取 し

た方がゲームに勝となり、 2ゲーム先に取 った方

がその試合の勝者となる。得点はサープした方が

勝 った場合のみ得点となり、レンープした方が勝

っても得点 とならずサープする権利を得るのみで

ある。

シングルスでは交互に勝 っていればお互に得点

とならずサープを交互に行うことが長 く続 ぐ場合

もあるわけである。 しか しダブルスでは 1組 2人

が大々サープすることが出来るので二人のサープ

ヽ、ン

V

V
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に勝たなければサープは片方に移 らない。筒待点

に於て 13オール、 14ォールになった時は先に13
点、14点取 りていた方が夫々 5点 3点のグ~ム と
するかを決定することが出来る。 これをセ ,テ イ
ングと云 って、要求 しないて 15点 までその ■ま

進めてもよい。女子のシングルスは 11点ゲームな
ので
'点
ォール、10点オールになった場合同様に

夫々5点、 2点の延長ゲ~ムをすることが出来る。
次に如何なる場合がフォル ト (反 則)に なるか
と云うと、

1.サープ又はレンープの時 ラインを踏んだクt
たいだ時も

2. ナープの時 シャ トルがサーパーの腰骨より高
い所で打たれた場合。又ラケットの先が手より

も上に出た場合。

3.サ ービスが相手のサービス コー トに入らなか
った場合。

4 サープの時叉はレンープの時、かまえた足が
床面から動いたり浮き上った場合 (かかとの上

るのはかまわない)

シヤトルが相手コートに入らなかった場合、
但し、相手が打てば入ったものと見徹される。
ラケットや身体の一部が,相手コートに侵入
したリネットに触れた場合。

シヤ トルが同一プレーヤによって連続 2

上打たれたり、 1人のプレーヤとのパー トナー
によって続けて打たれた時。

シヤ トルがブレーヤの身体に触れた場合。

ブレーヤーが相手を妨害 した場合。

5.

る.

Z

8.

,

ク

結 び バ ド ンヾ トンは近時特にスポーンとし
て、又、 レクリェーションとして老若男女を問わ
ず益々盛んとなり、屋内の体育館だけに留まらず、
ビルの屋上や公園空地などで愛好されている。 し
かし交通のはげしい道路上で行なうことだけは危
険であり、交通道徳の面からも是非禁止されなけ
ればならない。

誰にでも手軽に出来る運動であり、今後より以

上の普及発展が予想されることだろう。

ブルス )サイ ドライン

り
　
０
．Ю

V

V

い
０
．Ｎ
　
　
　
　
　
Ｏ
一
．０
・1  1.98  13.96
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競 技 順 序 及 び 時 間 (タイムテーフつ

ジ

V

||

10

月 日
24
日

, 00

10. 30

11. OC M  4ア 0  10 B

Ｔ

一

M  27

M  20

L

45

8

T

I T  10

|

|

-1

|

T

L

M

一Ｌ

第
　
〓
一　
日

（
‐ｏ
月
２５
日
）

第
四
日

（
１０
月
２７
日
）

V T

L 10

10. 00 M   l M  2 M  3 M  9 L   l

11. 30 M  4 M  5 M  6 M  ll M  12

10

15

M

M

M  7 0   1 0   2 M  15 L   2

M  8 B   l B   2 T    l・

16. 00 M  16 M  17 M  25

ヽ
０

ヨ
，
５

ヨ

ン

´

１

，

２

１

ヽ

第

日
13. 00

14. 30

M  26

M  28 M   29 M  30 M  18 M  19

M   31 B   3 B   4 |

|

M  21 M  22

12. 00 B   5 B   6 T    3 T   4

15. 50 0   3 G   4 T    6 L   3

1ヽ    36 G   5 G   6 M  321500

16. 30 M  37 M  38 M  69 M  65 M  34

, 00 M  40 M  41 M  42

G   7 G   8 L   ア11. 00

13. 00 B   フ B   8 |

|

|

T   ア

15. 00 M M  45

, 00 M  46 0   9 B   9 L   9

記号説明

註

(M―一般男子、 L一般女子、 T教員男子、 B高校男子、 0高校女子)

1. 定刻 より,く れた場合は棄権とみなす。

2 コー トおよび時間は都合にょり変更することがある。
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日
ユ

ス
● せ

1愛  知

2鹿 児 島

5山  1形

4京  都

5群  馬

`愛
 媛

7石  川

8宮  崎

9茨  城

10山  口

和 歌 山

秋  田

新  潟

熊  本

≧

般 男 子

5 6

0

40 42

6ア

′ 0

44 5

ユ

64

0

41 45
0 0

35

ヽ 大  分 25

滋  賀 26

栃  木 27

長  野 28

宮  城 29

岡  山 30

神 奈 川 31

徳  島 32

庫 66

ヽャ

24  ο

9

2

_● 18

20

゛

25 )

10

′
2 ′

賀

島

重

玉

54

65

36

57

58

59

40

41

42

45

44

45

46

47

3
|,

~′
 19

26

27

28

11

♪

′ _
12

2

14

′ 2 佐

広

埼

11

__」 2

13

14

15

.16

17

18

19

20

21

22

26

24

千  葉

香  川

岩  手

北 海道

冨  山

大  阪

沖  縄

岐 阜

鳥  取

東  京

0

♪

″

2

6 θ

21

2

7

―
り

福  井

福  島

長  崎

高 .知

奈  良

島  根

静  岡

福  岡

青  森

山  梨

V

決

勝
●
）

、
こ

9 0

じ

　

≧

θ 50

２

　

゛
′

・

‐ル
御

ケ

″
′

イ

■

¬≒ο
0

46
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岡

玉
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決
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ロ

日

一

ス
小

5香  川

1宮

2熊

6静
・4富

5 1ヒ

2大  分
5大  阪
4埼  玉
5香  川

0

0

虫

′

0 ヽ

0

ア

0

一 般 女 子

10

9

三 決

教

10

′
′

ふ

1岐  阜
2北 海道―一 6

3東  京

‘
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高
校
男
子

監

　

　

督

一
般

男

子

一
般
女
子

教
員
男
子

県  名

教
員
り
ｒ

高
校
女
子

プ

ロ

ッ
ク

言十

|

一
般
男
子

監

督

一
般
女
子

高
校
女
子 `|

鹿児島

宮 崎

大  分

12

4

8

熊 本

長 崎 12

4

45佐 賀

海
ブ

ク

北
信
越

プ

ロ
ッ
ク

愛 知

福 井

静  岡

新  潟

長 野

石  川

富  山

福  岡 12

山 梨高 知

愛  媛

東  京徳  島

千 葉

四
国
プ

ロ
ッ
ク
香  川

山  口

栃  木

群 馬

広  島

12

8

4

4

L

|

茨  城山

島 根

山  形鳥 取

秋  田和歌山 2

5奈  良 宮

・Ｌ兵 庫

青  森阪 i3大

5 5

4

関

東

プ

ロ

ッ

ク

東

北

プ

ロ

ッ
ク

4

8

20

4

4

4

京  都

5 335
I

1埼

中
国
プ

ロ
ッ
ク

近

畿

プ

ロ

ッ

ク

賀

都 道 府 県 別 参 加 人 員 表

プ

ロ
ッ
ク

沖  縄

県  名

九

州

プ

ロ

ッ

ク

ヽ、ノ

8
▼

12 V

4

4

20

20

東 1岐 阜 13 3 1 3
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一般男子 一般女子 教員男子 高校男子 高校女子

英
彦
男
保

健
文
光
朝

地
井
口
屋

上
宮
山
照

督
手

′
′

監
選
４
′
府
野

１

１
ヽ
，

Ｐ
″

４

督
手
監
選

照
男
勉
典

保
　
勝

時生″

　
″

鹿 児 島

=笠

壮

行弘
博国
文雄

監督 日高
選手 松本
″ 北崎
″ 小倉

宮  崎

大  分
大 也監督 田中

選手 宮原
″ 春武
″ 宮永

秀三

俊一
武司

田 信之
原 住江
島スマコ

フサ子

吉
梶
田
荻

督
手
′
′

監
選
′
′

″
　

″

益田  隷
松本 孝一
西岡 弘一
野々日清介

基記
直治
寿明
勇参

監督 伊藤
選手 南
″ 西田
″ 工藤

監督 本郷
選手 本田
″ 加藤
″ 吉村

節生
顕
幸一
慶一

監督 木村俊三郎
選手 山口征一郎
″ 平野 勝也
″ 山口 敏弘
監督 東田多美男
選手 緒方 正行
″ 井上 和秀
″ 中尾  守
監督 田中
選手 佐藤
″ 秋山
″ 元重

茂行
国晴
晴一
邦博

難
好
軒
缶百

上
水
賀
丼

渕
玉
古
筒

督
手

′
′

監
選

ィ
′

督
手

′
′

監
選

′
′

山本
坂本
豊島
野村

邦彦
真人
知章
幸正

誠
雄
利
男

鎮
勝
靖

中
門
好
近

浜
井

三
友

督
手

′
′

監
選

′
′

参 加 チ ム 覧 表

ジ

1県  名

沖  縄

熊  本

長  崎

佐  賀

福  岡

高  知

愛  媛

徳  島

V

文
庸
晃
二

義
忠
　
真

下
田
津

田

地
小
川
木

督
手

′
′

監
選

′
′

輝
示
雄
文

嘉
佳
恒
和

川
田
岡
原

泉
森
喜
藤

督
手

′
′

監
選

′
′

監督 山本
選手 吉出
″ 鳥巣
″ 吉坂
監督 野口
選手 牟礼
″ 阿部
″ 東条

監督 有馬
選手 有木と
″ さ緋

監督 津山 助一
選手 小片千息子
″ 竹絆 経子
″ 山下 清美

利行
顕
正信
義昭 ‐ ″

川

山本
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一般男子 一般女子 教員男子 .|ち
|、 ブサイー

監督 山県 保夫
選手 末広 秀樹
″ 河添 忠夫
″ 石川 好夫

高校女子

″
　
″ 大川

原
庄
杉
新

勇
彦
三
昭

邦
啓
喜

″

″
　
″

西崎
小松
藤井
八代

正明
貴
英雄
順二

監督 山上
選手 高壕
″ 光岡
″ 大賀

周之
淳子
由枝
恵子

監督 渡辺
選手 毛利
″ 三宅
″ 初ル4(

弘美
清志
勝
発敏

″
　
″

監督 小原
選手 森本

健吾
一郎
広二
勝

武
田中

県   名

山  口

広  島

岡  I」」

島  根

治
男
三
昭

民
忠
泰

監督 森山
選手 星野
″ 日野
″ 岩成
監督 加藤
選手 尾崎
″ ガ松
″ 横山

博司
英篤
征夫
匠

荒尾

堰本

″
　
″

元佑
f■

寿一
吉平

西尾

植田

義雄
晃―
喬
勇

吉
　
木
野

神
森
三
西

督
手

′
′

監
選
′
′

監督 谷ロ
選手 滝野
″ 小林
″ 葛輸

章

一
明

一

公
正
博

勝之山

本
金

井

久
橋
友

土

督
手

′
′

監
選

′
ィ

π_
利一

爾一

監督 牧志
選手 中川
″ 品川
″ 加藤

倫夫
安正
勝男
彰

監督 宝来 敏夫
選手 北野敬四郎
″ 杉田 忠邦
″ 伊勢田善昭

監督 川本 末未
選手 床尾  場ヽ
″ 河合謙一郎
″ 高木 金次 |

|

監督 岡本 宏也
選手 永井かわり
″ 松尾 志津
″ 吉井美代子

監督 佐藤
選手 篠山

茂雄
オロたE
栄」F‐
泰子

田
山
池
平

参 加 チ ム 覧 表

監督 橋本千代子
選手 亀山 園子
″ 岩出 定子
″ 児玉  祥

ヽ、ノ

鳥  取

和 歌 山

奈  良

兵  庫

大  阪

京  都

V

ヽ口′

滋

岐

″
　
″

悔

手

寺田

高本
西原
釜屋

寿
雄
郎
和

捨
四
明

五井督
手
監
選
雄
章
之
幸

歳
　
宏
勝

田
原
輸
瀬

河
上
三
川

監 督

選手

″へ

村
井
橋
藤

野
藤
高
安

博
子
子
子

幸

孝
美

″
　
″

″
　
″

阜

虫賀 雅子
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参 加 チ ー ム ー 覧 表

″
静  岡

福  井

石  川

富  山

山  梨

長  野

潟新

_ヽ′

神 奈 川

東

浅岡
堺
団上
本橋

武
栄一
十六
千八

督 高橋

監督 大島 一郎
選手 竹内 秀樹
″ 大和田盛久
″ 浅見 初男

監督
選手一示 ″
　
″

千  葉 選手 周東″ 自井
″ 太田

―股男子 一般女子 教 j■男子 高校男子 高校女子

監督 浜崎三之助
選手 大世古吉弘
″ 南  吉雄
″ 戸上 臣吾

監督 伊藤
選手 板垣
″ 安沢
″ イ淋

重

県   名

愛  知

千田
吉川
伊村
増井

軍二
正孝
隆
孝夫

鉱一
善憲
武司
―宏

督

手

夕

′

監

選

′

′

監督 影山 隆亮
選手 岩崎久治郎
″ 日下部敏弘
″ 平野 孝雄

監督 中島
選手 笠井
″ 笠丼
″ 浅井

鎮也
好美
教行
良仲

和
征
雄
人

紀
由

将

竜
　
崎

谷

ヵ
原
寺
帰

督
手

′
′

監
選

′
′

博
治
力
樹

正
　
茂

琳
卿
畑
東

督
手

タ
タ

監
選

′
′

監督 中山
選手 川上
″ 水原
″ 関村

邦夫
洋一
昌雄
順治

監督 内多小五郎
選手 清水 芳隆
″ 正木 史郎
″ 松山 信之

裕
夫
保
寛

破
田
島

口

不
米
松
谷

督
手

′
′

監
選

′
′

監督 小出沢 悟
選手 伊 藤 筒臣
″ 原出  豊
″ 伊藤  隆

郎
司

一
昭

三
　
紘
義

智嶋
井
竹
野

市
永
大
星

督
手

′
′

監
選

′
′

監督 佐藤 秀夫
選手 五十嵐明美
″ 後藤 和子
″ 加藤  操

監督 阿部 ―佳
選手 相沢マチ子
″ 金子美和子
″ 高坂  薫

監督 新津
選手 遠藤
″ 秋山
″ 田中

勝

真男
真男
登

蛯
督
彬
稀

川
島
本
藤

小
小
山
遠

督
手

′
′

監
選
′
′ ″

監督 土方  充
選手 杉田  博
″ 岡田敬三郎
富田 杉 道

重夫
ォロ之
正隆
盛秋

一
江
子
子

善
淑
美
さ
〓
ふ

水

刀
内
部

清
功
叶
岡

督
手

′
′

監
選

′
´



参 加 チ ー ム ー 覧 表

県

馬

山

名 1-■■ 一般女子 教員男子

茨  城

福  島

形

秋  田

ヽ、ン

岩  手

日

餅
櫛
饉
鶴

督
手

′
′

監
選

′
′

北 海 道

山

　

本

武司
至

幸春
喜久男

福田由

佐藤

仁

泰子
美f‐

=iin

監督 三宅

督
手

′
′

監
選

′
′

監督 富橋 末治
選手 佐々木フミ
″ 中川美枝子
″ 工藤よう子

牲督 高橋喜久司
,1手 久保田宇作
″ 保坂 和也
″ 大千 〆期

監督 二十里光秋清一
茂満
正美
隆一

選手 今井
″ 田中
″ 増田

由紀子
真知子

選手 山本
肯 原

高校女子

監督 富川
選手 森田 利
″ 遠山 雅
″

」́”
一
己

出中

巻
上
西
井
督
手
監
選

栃  木

監督 遠井 稔男
選手 田仲美津江
″ 枝 加代子
″ 印波 和子

監督 野中 正倉
選手 早川  博
″ 田端  仁
″ 福田喜代志

″
　
〃

監督
選 手

二
博
勲

一

修
　
　
亮

引
藤
田
樫

布
須
平
富

監督 志鎌  正
選手 高橋 てる
″ 船越 節子
″ 尾上由美子

監督 金森

選手 板垣
″ 武田
″ 沼沢

監督 脇坂 安隆
選手 横山 満子
″ 高橋 奉子
″ 加賀谷ユミ子

監督 松橋  裕
選手 川辺 正勝
″ 三国屋 茂
″ 稲棄腫 郵

雄
夫
夫
｝

貞
幹
哲
純

監督 高橋
選手 門‖日」
″ 山田
″ 木戸

熱海 文雄
加茂 和夫
渡部 紘一
菊地  功

監督 竹内 光雄
選手 高橋 祥充
″ 佐藤 勝男
″ 寒河江一利
原
川
川
出

金
及
及
吉

史
好

喘
寛

良督
手

′
′

監
選

′
′

監督 鈴木
選手 三浦
″ 福丼
″ 高井

豊州 監督 奥山 皓之
敏男 選手 谷浦久美子

勇一
昭

″ 高田すみえ
″ 丹野美知子

監督 五十嵐宣善
選手 杉田 茂良 選手 木村
″ 安達 惟彦 ″ 神田
″ 上山 功夫 ″ 中里

埼 玉

′十 、_
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録
コ
Ｌ
一〓
ロ

一文
ｔ
■

立
口
ん
立
兄

種 別 及

試合番号

種 別 及

試合番号

複

単
|

自

至

試合

時 間

名

審判

氏 名

分

分

県 県

県 名

名

( )

選  手  名

ジ

単 |( )〔     }( )
試合 自

至時 間

時

時

分 審刊

分

 ヽ ィ
′ ｀

県 名

選  手  名

i2 |(

選  手  名

単

選  手  名

}

V

種 別 及

試合番号

分
一
時

時

自

至

試合

時間 ｒ
八分

県 タ
名   |

‐
一

){ }(

}( )

選  手  名選  手  名

( ){ }( )1

( ){    }( )
( )〔

単

―‐25-
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競  技   言己  録

種 別 及

試合番号

種 別 及

試合番号

複

時

時

自

卒
一

試合

時間

暮割

氏 名

氏 名

時

時

分

分

( ){ }( )

( ){    }( )

方t 名

選  手  名

選  手  名

選  手  名

試 合 目

uil`| [['

分

分

′r 審判

名
―
刀

ゝ ン

時

時

自

至

合

ｌｔｉｌ

試

時
ヽ口′

分 氏 名

名

単

( ){ }( )

県 名

選  .手  名

複

}

名

種 別 及

試合番号

|

2 単 ・

1 単

選  手  名

=■

1 単

2 単

名

選  手  名

早̈

~~~~~¬ ~



一
般
男
子

一
般
女
子

高
校
女
子

教
員

男

子

合

　

　

計

順

　
　

位 ■|

順
　
　

位

鹿 児 島

宮  崎

大   分

皇  后  杯

天 皇 杯 皇 后 杯 得 点 表

天 皇 杯

＝
円
　
　
　
　
ヽ

，
ん
　

　

　

ヽ

萱

　

＼

名

〕́
＼
‐道彙

ヽ
、
　

都
府

沖

本

」
山
．

知

熊

一
長

佐

福

一
高

広

一調 山

取

Ｌ
コ

良

夕

●

知

岡

井

一
島

和 歌

′鳥

‘
小

兵

大

ジ

｀中/
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石

徳

一香

一山

一

一
　

　

一

京

一
滋

一

愛

一静



杯盾皇

[

ヽ、ノ一ふ

木

城

形

東

千

群

栃

山

秋

城

首

〕

一土

海

宮

”石

V

口ヽ′

ME M0

杯皇天

合
　
　
計

順
　

　

位

一
般
女
子

高
校
女
子

高
校
女
子

教
員
男
子

合

　

　

計

一
般
女
子

高
校
男
子

種 別

通
県名
都
.府

山

一
野

一

富

一
長

一
新   潟

山  梨

神 奈 川

一　

　

一

一　

　

一

一

一
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栄 光 の 跡

昭和 24年 東京YWCA(個 人戦オープン)

里

子

千

範

沢

藤

吉

後

Ｌ

藤一示東保

1ヒ海迫

ω
井 光 男

裕八郎
金太郎
正 口|!

位

藤

二
佐

第 4回

単 (一位)

広 田 敏 秀

複

一般男子

北海道

右奈りII 北海道

吉 田 とよ子 愛 知 神奈川

とよ子

文 子
愛 知

第 5回 昭和 25年 愛知県 栄小学校 、東桜小学校 、白鴎小 学校

薔奈川

1ヒシ島道

神奈川

第 6回  昭和 26年 広島県 広大東雲分校、同附属小学校

岐 阜 愛 知

京
　
　
京

東
子

東

一般男

一般女子  単
神剌 lI

一般女子  複

有捺′||

保

郎
　

子

〓
一
　

文

藤
上

　

藤

佐
村
　

遠

保
郎
俊
守

三
英

０
藤
上
西
林

に
佐
村
葛
若

北海道

二

吉
次
道

淳
万
直
武

ω
　
馬
谷
本

仁

岡
相
大
松

秀
男
宏
久

敏
光
淳
康

ω

田
井
宮
田

一
広
藤
小
山

代
栄
子
子

絹
　
信
京

藤
藤
賀
岡

伊
安
佐
片

子
子
子
子

鈴
綾
久
照

谷
江
田
田与

水
堀
保
，

知愛

明
喬
実

一

道
弘
　
昂

松
井
井

岡
村
江
藤

男
雄
司
勇

光
成
健

川
辺
竹
ロ

石
渡
大
野

知愛

男
雄
男

光
成
和

ω
井
辺

三

藤
渡
蟹

治
司
彦

忠
健
和

位

越
竹
野

仁

玉
大
大

秀
明
久

敏
道
康

位

田
　
田

一
広
岡
山

代
子
子

絹
京
澄

藤
岡
原

伊
片
栗

さ
童

悦
■
八

原
田

登
貝
高

藤
　
中

後
林
田

直
夫

一

正
貞
秀江

東
西
諸

一
吉

　

里

淳

万

　

千

馬

　

沢

岡

相

　

吉

秀

男

敏

光

田

井

広

藤

子

き

歌

た

林

村

小

中

田

藤

士
口　半遂

シ

一般男子

東 京

一般女子

神奈川

高校男子

北海道

総合優勝

一般男子

東 京

一般女 子

愛 知

高校男子

震 知

総合優勝

子
子
子
子

よ

　

　

　

よ

と
文
歌
と

田
藤
林
川

吉
遠
小
荒

裕
二

一
夫

周
健
貞

県

田
山
塚
中
　
タ生下

蝙
状
嶋
権

子
え
子

石  川
子
子
子

綾
久
照

江
田
朝

堀
保
伊

治
勇

一

安
　
健

県

部
口
松

知

繊
竹
吃
ヽ
愛

岐  阜

-2,一

石 川



実
敏
茂
朗

章
　
芳

位

井
宮
崎
藤

三

江
小
山
佐

裕
二
俊
郎〓

周
英
豊

旬

田
山
西
坂

仁

石
神
葛
野

秀
明

一
雄

敏
迫
昂
秀

位

田
　
井
原

↑

広
岡
藤
吉

神奈リ 一示

知

東

愛

子
子
子
子

綾
久
照
美

江
田
田
野

与

堀
保
伊
水

子
子
子
子

江知
成
教
京

中
谷
瀬
寺

‐
之
野

田
中
佐
小

一
夫
三
稔

秀
晴
圭

江
上
本
田

諸
井
山
上

男
司
明
則

和
英
弾
光

倉
根
藤
島

新
関
内
伏

雄
彦
潔
治

文

一
　

隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

子
子
子
緑

，
、

良
寿
光

川
野

田
島

大
竜
藤
中

料1奈

照
弘
久

藤
嵐
藤
藤

■
佐
五
斉
佐

友

治
司
三

忠
健
竜

位

越
竹
岡

一
玉
大
松

阜

久美子
一泰

子
子
子

信
桂
享

県

田
藤
形

知

口
守
咤

愛

島

第 7回  昭和 27年 宮城県 東北大学体育館

北海道

え
子
子
絵

東  京

神奈川

一般男子

一般女子

高校男子

東 京 |

t

高悛女子
r
i

兵 庫
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大 熊 己 之 吉 ,諄 生 2.676 ″ 15065 3902

植 竹   勇 2,1 7 81 ″ .3063 5896

神 谷  英 一 1ia n う__ 33,5

125 14880 5892

Ff口 茂 太 郎 西 方  |ヽ 15 ″ 14576

男

男

一　

教
鈴 木 千 代 子 越ケ谷 3-5-4

秋 山
|

フ, 方 さ 0フ ″ 16660

浜 野  仲 蔵 |

304 有 299-5

l+trfirE6 i
`

―-40‐

1 0 7 li 297-7

|

連絡員え

__■_

― 十

~「

に彗

「

|

|

_■

~~~~~~■~~~~~~―――――
T―
――――――

27501 ψ
l

_」__L__
|

_」

千 葉 l―

|   |
_二____」_
|   |
_上 ___上
十  1

|

|

_上_Щ___



|

1県名

,ネ′B

山 形

ィ|11,■‐ TEL

村  正三

住   所

蒲 生 655

1初
卜 、′

力」

染谷  勇快 ゴヒ表菫,そ,4--8-5

62ぅ ″  4021 .4

604 ″ 13055 588

367 ″  3264 389

358 ″  30さ 1 1389

2.ろ ι2 ■

″  466`

本 町 8-2
7031

越ケ谷 4-11-14 ″ 81

i ztti

村

村  政 吉

竹 吉五 郎城

一
　

一ジ 岩 手

一 男

教 男 21

一女 4

|~

|

30

ヽ中′

V

`競技

役 it

―
―
―

―
―

―

‐

―
― 」 8 1・

3889

人員

一男

一男
|

高ズ

一 男
| 遊馬  義 雄

`
|女 krt w4
8

一男

教男

高 男 山本  勝 市 ″ 2,658 ″  5939

一男 浅 見阿 具 利 724 ″  53フ 5

|

1浅 見喜 代 三

n-s-zz | , 4952黒田 重晴
4-14-5a#. tfrl , 87 4,A

一男 1 41 今井 五 三 郎

^i,t5-28-57一女 5-1.550染谷 政一 |

る2 5フ 32

平野市右工門

石 井  秋 野

000る1,298

5-1,320

国 平 |

|

Э-1.539

160 ll,、'4福社会館

87  501
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時 刻 表

(上  り) (下 り)
時

5

6

7

8

9

10

1!

12

13

14

!5

!6

!7

18

i9

20

21

22

23

24

8
●

16

24

8

17

F
14

13

19
H
5

14

中

　
１

．
　

“
口
η

浅

　
″

南
”
口
”

日
”

‐１

４５

●

３３

““
日
２８

草
日
３２
月
７

日 黒 方 面

"5

6

7

3

9

10

!!

12

13

14

!5

!6

17

18

日光・鬼怒川・赤城・伊勢方面

日        日    日
i3182830363841474951545659

71219222636434857
11           日    月
511 1620283138435055
ロ    ロ         H 8
6101321232743454959

lI     II

7182224283342

8   8    菫  日   日   目    日 ___
7 91214171922252711,3336404245485357
:: ロ    ロ  ロ    ロ
814182020283841464950
ロ   ロ

手 口 北 伊

31374951
■ 春

`″

書 口 ■ 北赤,春 幸
411:926333444525358
北 春 手 人 北 北・日春 幸 北 攘
710142025273337424854
北 春 事 北 番赤,宇 春 人 春 北
810121519283335384750
→ 春 北 春赤伊春 宇 ■ 春 北 太
4 9111719293335394251
奉 杉 春赤″北 杉 彗 宇 北 大 春
1 6111323262934394251
杉 北赤

'■
宇 春 春 人 北

113163()3337435158
杉 春赤伊i幸 北 太 姜 幸
51215242833405357
● 北赤伊春 +幸 北 ■ 1ヒ 太
8131524253238424754
春 北 ホ伊 北 宇 北 ■‐春 大 北

1 81519242630354554
北 +春 □,北・字■ 北 ,春 北
2 6101418253035425053

月    日
0 71317192429

55
11  11
3444505357

日―中月黒

南…南千住

腱・ ■ケ関

薇印…凛 車
大字は, 急

50

新凛沼
‐新栃木

…宇椰官

口 光

太字は,窓
・ …杉戸まで,急
口 …太田まで準急

北
５８

　

　

，
５８

，
５８

杉
６５

春
５８

北
５３

′

ヽ

”

太

，

Ｌ

，

７

●

■

丼

，

戸

手

林

国

綺”

杉

幸

鮨

太

伊

川

繊

笙

恙鬼

赤

〓

410

2 5

610

03
H
7!2

H       H
27323941455055
1:      ロ    ロ   ロ
21,28333645515759
1]   Ц      日
28323540434754
,:      11    ロ          ロ
11182:23263241465()5359
[:      ::    日    目
192227313544495150

北
９

嘔
４

春
２

北

５

春
８

春
７

太
１５

春

Ю

北
３４

北
３
え
１
”
０
・
・
館
５
辛
０
幸
８
春
４
北
・７

12
十 日鬼 春 ■ 北 北 北

「

手

142224303542475257

越 谷 ～ 岩 槻 線

岩槻発 |

北 杉

5055
‐,,ι lti"
3045505254
杉 ,ふ,t・ 口,

“

4345525558
春 春太赤
485358
栃 春
5257

越谷着

7.10

7 45

8.55

10.15

14 05

16.52

18 00

19.35

20 35

21.30

５

Ｈ
ｌ

　

ｌ

綺

４

日
“４６

●
５７

5256 19

↑３８４４梓３‐３６】卸削“疇］

春
鉾
北
″
杉
２６
´
３９
ｉ
３７
＋
５４

刻蜘載１７２３”物辞呻彎３０３２時４７５２北５８

時‐４２．
鐵‐３‐５『・４‐６粋］
梓２０２５辱２８３７彰３５４８

北
Ｈ

晰
９

春
ｎ

北
１３

北
１６

奉
２２

春
２７

■
９
北
５
■
９
杉
ｎ
栃
１３
驀
Ｂ
■
１８

ス:
11152029445759 ２２

　

２３

　

２４

越 谷 ～

越谷発 |′‖口着

6.00 645
6.45   7.30
8.10 8.55
10.00  10.45
12.30  10.15
14.40  15.25
16.30  17.15

18.10  18.55

川 回 線

川口発 1越谷着

6 50

735
900
10 50

13 20

15.30

17.20

19.00

7.35

8.20
9.45

11.35

14.05

16 15

18 05

19.45

3172519

浦 和 行

越 谷発

7.15
8.00
8.15
8.30

9.25

10 05

11.05

12.05

13.35

14.35

15.35

16.35

17.00

17.30

18.30

19.30

20.30

5 55

6.30

7.40

900
12.50

15 40

16.45

18.20

19 20

20 20

越谷発 岩槻着
6.30 6.35
7.05  7.10
8.15   8.20
9.35   9.40
13.25   13 30

16.15   16.17

17.20   17.25

18.55   19 00

19.55   20.00

20.55   20.55

越谷～大六天～岩槻線

越谷 着

▼

ヽ口′

6.10

10.00

11.45

14 45

17.15

7.∞

10 50

12 35

15.35

18.05

7 05

10.55

12 40

15 40

18.10

7 55

11 45

13 30

16.30

19 00

壁食発 1大宮着.1大宮発_Lp谷着

7 23

8 20

10.20

11 5()

13.40

15 00

16.15

8.23

9 20

11 20

12.50

11 10

16.00

17 15

8.30

9.50

11 30

13 50

14 50

16 40

17 50

9.30

10.50

12.30

14 50

15.50

17.40

18.50

越 谷 大 宮 線
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弟 22回国民体育大会越谷山実行委員名 薄

(順 序不 同敬称略 )

大 塚 伴 鹿

山 1・1寛 柿 沼 国 治  浅 井 緊 教

長

長

問

員

山  崎

中 JII 隆

,「

司

板 り11正  =す   大 沢   弘   ガヽ 林 春 夫

常 任 委 浅 見 英 蔵  秋 山 長 作  長谷川 春 次

ジ

柳 井 穣 治  津 村 大 八  藤 間 高 介  降 田 清 郎

牧 野 良 治  精 水 銀 平  阿 部 説 郎  押 田 忠 信

畔 上 喜

青 木 史 夫  浅 見 真 哉  金 子 レ 治  石 井 節 ニ

飯 島 IE幹    菊 地   正    小 島   誠   山 崎 浩 次

野 口 茂太郎   鈴 木 康 昭   黒 田 嘉太利   中 島 与兵エ

矢 嶋 茂 重

高 志 信 .1` 山 崎  清  大 貫 亥 蔵.小 川 六 朗

小 泉 志づ子  山 崎 正 雄  塙  末 雄

ν

ヽ_′
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弟 22回国民体育大会越谷市実行委員会事務局機稿

総 務 部 「
~

綸務部付 郎

南t

島 村 平市郎
会 田 平 蔵

部  ■、

属).1`長

四

信

春

信

田

田

尻

井

黒

吉

川

熊:

:

I

:

|

―一―jllオ 務 部

施 設 部

|― 部 長
| ―慰1部長

部 長

乱音5長

助

治

之仁

正

橋

木

高

鈴

朗

男

司

六

和

岳

川

像

山

小

宗

飯

作

蔵

司

孝

姓

啓

村

賀

藤

中

須

斉

一　

支

ヽ

麟

不́村

鳥

島

白

長

長割

部

副

一　
郎

栄

一

村

川

中

田

工
夫

一

扱

利

島

林

村

中

若

中

長

長

七

教

エハ倉

木

名

高

長

表昔

・れ

一Ｆ

清

夫和

崎

賀

山

須

郎

重

太好

茂

山

嶋

外

矢

蔵

郎

亥

悦

貫

野

大

永

″
´
男

信

俊

志

橋

高

高

ー
i

rE + S ,-

|~―― ―― 輸 送 乱 |

部 長
副部長

会  長
副 会 長

顧  間

鹿

二

教

蔵

作

治

伴

寛

堅

英

長

国

塚

崎

井

見

山

沼

大

山

浅

浅

秋

柿

――・ 接 伴 部

保 健 部
|

広 報 音| 長

演 技 部

陶 芸 部 |

警 備 部 :

―
――― 市民駒 部 :

~~■1長
回li乱長

―― ― ― 術 生 部
:_

部

部 長

晨''部長

―
部 長
1_日 1部長

V

ヽ ′

一　
　
　
一 部 長

311部長

部 長

晨1嗜

`長
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埼玉新工場完成 !!
弊 社 埼 玉 新 工 場 は 、 ラ ケ ッ ト専 門 工 場 と し て 我 国 最 大 の 規 模 で 、 世 界 で

も屈 指 の もの で あ り ま す 。 最 新 設 備 の 研 究 室 で は 、 日夜 全 精 力 を傾 け て 、

品 質 の 改 良 研 究 を 続 け て お り、 既 に世 界 各 地 で 大 き な 信 頼 を得 、 輸 出 貢

献 産 業 と し て も通 産 大 臣 よ り表 彰 を頂 い て お り ま す 。 全 世 界 の プ レ イ ヤ

ー の 皆 様 の 御 信 頼 と御 期 待 に 副 うべ く、 カ ワ サ キ ラ ケ ッ トは今 後 も優 秀

な テ ニ ス ・ バ ド ミ ン トン用 品 の 開 発 に 努 力 致 し ま す 。

K
河 崎 ラケ ッ トエ 業株 式 会 社

本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 2-28-5
TEL (831) 9161“ =じ～ 3・ 6657・ 1884・ 0453

貿易課 東 京 都 台 東 区 東 上 野 1-27-15
TEL (832) 2 0 2 4・ 2 0 2 5

東京都北区東十条 6-11-3
TEL(902)7181～ 4

埼玉県北足立郡北本町ニツ家

T E L 0485(41)3282-3

東京工場

埼 玉工場

祝 埼 玉 国体
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祝 第22回 国 民 体 育 大 会
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スタイル…着心地のよい

S t.bernard,
SPORT WEAR・ TOKYO}JARAN

株式会社 セン ト・ パーナー ド
東京都渋谷区上通4丁目14山本ビル2階  T E L 461-10“
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Attack wlth Siazenger:
l{hat othcr game is as exacting as badminton! Thc shuttlecock

has unique pcculiarities in flight. Thc small court calls for fast

rcaclions. The high n€t js resrricting. All in all, badminton

dcmands a lot ofskill. Make the

mot of2orm rvith Slazengcr!

THC NAME TO PL^V WiT"

日 本 格 代 理 店

ジャーデイン・マセツン・アント・カンパニー (ジャバン)リ ミテット

元
　
業

売発
　
コ

総
　
ト

本日
　
　
ツ

′

イ
C″

′

′

河  崎  ラ  ケ 株 式 会 社
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あなたの実力を一 一

そのままいかす…… サ)が晰HD』む
シャ トルコックのサンバタキングは、日本で

一番古 くから検定合格 している水鳥球で、七

大大会を始め全国各地の大会で使用 されて
い

る世界の トップをゆく最高級品です。

〓
誕
要

目
日
目 目
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日
日
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日
目
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自

ア`1

バドミントン用具の専門メーカー

東京都渋谷区笹塚 2丁 目46番地 0フリ
“

(株 )諸江製作所 電 (377)4401(代 )
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安心して御使用いただける
ヨカヤ 17の Yo S.S印水鳥シャトルコック

〈新発売〉 スポーツウェアー(
バドミントン

ラケット(No.5000 Five
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_日 ■■■■

株式会社ヨカヤ ・ソ

東京都文京区湯島 3丁目13番 5号  電話(832)243!,4698
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TOV00Aの水鳥シャトルが機様化されて5年…安定した0.M8RANDが世界の人気者PiONEERの貫録が世界へはばたく

東京 。三鷹

TEL 0422 (43)4389・ 9416
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☆ 日本カアルトン株式会社では
○短時間で最も効果の上るトレーニング用具“パニーロープ"
○最も経済的な練習が出来るナイロンシャトルコック,

説 明書お よび問 い合わせ は下記宛 どうぞ

PA T 195747 233892 プラスチ ックシヤ トルコ ック
PAT.Rバ ニーロープ 総発売元
PAT.P.カ アル トンステールラケ ット

ロホ カアル トル株 式会社
本 社 大阪市南区長堀嬌筋 1の 32

(サ ンプラスチ /ク スピル内)
TEL(252)0241-3

東京店 東京都台東区台東 3-2-2
TEL(332) 1  6  2  5
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軽い、使い易い、丈夫だ、ロケットと同じ材質の金属を使用して

あるんだって、3,300円～6,900円まで4種類スゲェナー
(価格は瀬定価格 )

以上2点の他に上記の様な
ラケットも発売します。
ブレーヤーの皆さん、
是非、お試しください。
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第 22回 国 民 体 育 大 会

YM ミセキネット
第 1回以来検定合格。本大会使用ネット

いつも安心 して使用出来るネットです

是非御愛用下さい

パレーボール、テニス、サ ッヵ―、ハンドポール、ホッヶ_

卓球、ノ` トミントン、パスケット、ゴルフネット

体育館、屋内、屋外防球ネット

共の他スポーツ関係ネット全般製造

カタログ御申越次第御送附申上ます

ミセキネ ツ 卜製作所
埼玉県 幸手町 中 1丁 目7-4
東 武 日 光 線
TEL 04804イ 2卜 0379
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安定性のよい特殊デザイン型底使用。

最も破損の多い爪先部を革で大きく

補強しました。

サィズ/2こ 0～ 2aO“

価格/900円
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第 22回 国 民 体 育 大 会

越 谷 ロー タ リー ク ラ フ
゛

第 22回 国 民 体 育 大 会

越 谷 金 融
埼 玉 銀 行 越 谷 支 店

埼玉県信用金庫   ″
武 蔵 野 銀 行   ″
栃木 相互 銀 行   ″
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最高の品
よ い 憂ネ オ ミ 一フ ―
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最 高 品 質 の 鏡

シ ツ ク な 木 彫 鏡

拡大鏡のついた便利な鏡

ゴー ジ ヤス な 三 面 鏡

楽 しく美 しいホーム造りの

あぜ がみ

ネオ ミ

ネオ ミ

一
　

¨

ラ
　
ラ

一
　

一

ラ
　
ラ

ヽヽ

　ヽ　　ヽ
ヽヽ

オ

オ

ネ

ネ

V

・
″

畔上の家具シヨールーム
埼玉県越谷市南越谷 2丁目 TEL 089-62-4121(代 )

◆ 碑上綺
`ェ
ま誅ま|ぅ.

本 社    東京 日本橋馬喰町3-5
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